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隠岐島後中央部における時張山累層の層序と構造

安達　勝彦＊・小室　裕明＊㌧村上 久＊＊＊

The　Tokibariyama　Formation　in　the　central口art　of　the　Oki－Dogo　lsland

Katsuhiko　Adachi＊，Hiroaki　Komuro＊＊and　Hisashi　Murakami＊＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

The　Tokibadyama　Fo㎜ation　of　Late　Oligocene　to　Early　Miocene　in　the　central　pa丘of　Oki　Dogo　Is－

1and　mainly　consists　of　felsic　to　andesitic　volcanic　rocks　and　volcaniclastic　rocks．It　is　divided　into　three

members；the　Nakadani　Andesite，Choshigawa　Rhyolite　and　Chikaishigawa　Andesite　Members，in　ascending

order．The　upper　part　of　Choshigawa　Rhyolite　Member　contains　intercalated　lacustrine　shale　beds．The　Chi－

kaishigawa　Andesite　Member　mainly　consists　of　two　pyroxene　andesite　and　clinopyroxene　andesite　lavas

with　autobrecciation，partly　of　andesitic　volcaniclastic　rocks　and　olivine　basalt　lavas．

　Most　of　faults　and　fold　axes　strike　NE－SW　to　ENE－WSW．These　stmctural　trends　may　represent　the

regionalstressfielddudngOligocene．

は　じ　め　に

　日本海南西部に位置する隠岐島後には，漸新世後期か

ら中新世にかけての火山岩および堆積岩からなる島後層

群（山崎，1992）が，大陸基盤の隠岐変成岩類を不整合に

覆って分布している．島後層群の最下部である時張山累

層（山崎，1984）は，フィショントラック年代（鹿野・中

野，1985）および植物化石（梅原，1983MS）から漸新統

上部～中新統下部とされており，その層相と構造は，時

代と地理的位置という点からも日本海形成の初期の変動

を知るうえで重要である．

　隠岐島後の地質は，Tomita（1936），Uchimizu（1966）に

より概要が明らかにされた．また，山崎（1984）は，大久

保・高安（1980）の古生物学的研究にもとづいて，中新統

の層序を再検討し，時張山累層・郡累層・久見累層・都

万累層に分けた．しかし，時張山累層の層序は詳細は明

らかにされていない．小論では，隠岐島後中央部，西郷

町原田から五箇村郡に至る地域（第1図）の時張山累層を

主とした層序と構造について報告する．

地　質　概　説

　基盤の隠岐変成岩類を覆う新生界は，下位より，主に

カルクアルカリ火山岩類からなる時張山累層，非海成砕

屑岩を主体とする郡累層，海成砕屑岩からなる久見累層

と都万累層，およびアルカリ岩類の隠岐粗面岩流紋岩・
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第1図　調査地域
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平粗面岩・葛尾石英流紋岩・大峰玄武岩等に区分され

る．本地域では東側に基盤が露出し，全体として西側に

上位層が順次重なるという関係を示している．

　時張山累層は，山崎（1992）により流紋岩質火山岩類の

卓越する下部層と安山岩質火山岩類の卓越する上部層に

分けられていたが，北川（1995MS）は，下部層を二つに

分ける必要性を示し，下部層を下位より中谷安山岩部

層，銚子川流紋岩部層とした．本地域に分布するのはこ

のうちの銚子川流紋岩部層より上位の地層である．

　銚子川流紋岩部層の年代値としては，布施村卯敷の流

紋岩質溶結凝灰岩より26．0±4．2MaのFr年代が得られ

ている（鹿野・中野，1985）．また，西郷町中村の林道東

谷線の凝灰質砂岩頁岩互層からは，梅原（1983MS）によ

りCαηワ’朋s・〃8∫αsε卿。α等の植物化石の産出が報告され

ており，阿仁合型植物群に対比される可能性が高いとさ

れている．近石川安山岩部層（新称）の年代値としては，

変質が進んでいるため参考程度としつつも，25Maの

K＿Ar年代（Uto，1989MS；藤巻ほか，1991より引用）

が得られている．

　郡累層は，山崎（1992）により小路凝灰岩部層・大津久

磯部岩層・東郷玄武岩部層・郡玄武岩部層・那久火山岩

部層に分けられており，下位の時張山累層を不整合で覆

うとされている．小路凝灰岩部層からは，台島型植物群

に対比されるg麗roμs・Cαs∫αnεα等の植物化石（梅原，

1983MS）が産出しており，21．2±1．OMaというFr年代

値が得られていること（山崎・雁沢，1989）から，中新世

前期と考えられている．

　第2図に本地域の層序表を，第3図に地質図，第4図

に地質断面図，第5図に地質柱状図を示す．

地　質　各　論

1．基盤岩類

　島後層群の基盤岩は，飛騨変成岩に対比さている隠岐

片麻岩と古期花崗岩（田結庄，1991）からなる．隠岐片麻

一地質年代
地　　層　　名 層厚 地　質　記　弓

一丁　岩　　相　　「　　　　　　　　　　　　　　　　」

◎　　　　　　　　　。1高評
E畳吊革魯・9訳・
R8畳畳畳・9％・3　。　・　。0。。。。。。0。。。。 礫岩

更新世
一　一　｛ カンラン石玄武岩

鮮新世

　　　尼　寺　山　礫　岩　層

j㌔W㎜岬山W温wψ）’”《～W紬w♂㎜W晒’…W）’

@　　西　郷　玄　武　岩
dv帆航一柑一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一、鳩一、〆、ノ、邸

@　　大　峰　玄　武　岩
ﾈ㌔ハ、！一♂φ」ゾ／ψ）．一V）・ゾ／㌔『）『ん■、’！）、」一）一A一！一ψ」）M－Jv一）←ゾゾ4一）一ノ》）『ノv　ノヤv－」ノノ’」！一一）、

@　　　平　粗　面　岩

@　　　　　　　　　　　　V一
v見累層　平凝灰岩シルト岩互層

　縫羅　　

ｶ灘 懸し 鵜

明，　■　　　一
　一　一　　皿　一　　一　一　　　一　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一

Jンラン石玄武岩

粗面岩

iiiiiiliiililililiiiiiiili三i
奄撃奄奄奄撃奄撃奄奄奄撃奄奄奄撃奄奄奄奄奄奄奄奄奄撃奄堰F器器器3：3：3：認：：：：：：：：器：：言 凝灰岩

中新世

郡玄　大津久礫岩部

衰笊泊w　　　小路凝灰岩部層

@　　近石川安山岩部層

東玄

ｽ武
@岩
@部
@層

200m

ﾈ上

　i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：：￥一

@i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：ンフ　i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：i：葦ノ1

C響濠誇

砂質凝灰岩，礫岩，泥岩，カン

宴盗ﾎ玄武岩
郡
累
層
、
≠
）
へ
時
張
山
累
層

Aのヘブ）～　、覧ハ〆｝Aψφ〕、・／ノ『A母押、戸ノ、ずへAAゐ、V押W『西「vA一Aψぜ、A納、却φψ

＾＾＾＾＾ｹ＾チ＾舎篭＾＾＾告＾＾＾告＾告＾

猛V期量》臥V駕；VV》VVVVVV》VVV
400m ヂvvvvvvv▲　▲　A　▲　‘　ム　▲　▲　‘　▲　‘

両輝石安山岩溶岩，普通輝石安

R岩溶岩，カンラン石玄武岩溶

竅C安山岩質火砕岩ごじご“ごごごごごごごごごごごごごごごごごごご

VごごごXVV緕　‘『昂

’攣 4漸新世 “　　6
▲　　ム　　▲　　ム　　ム

｣　　A　　▲　　ム　　ム　　A　　▲

`　　ム　　ム　　ム　　▲　　ム　　ar

�　　ム　　▲

　A　　　　　ム　　‘
�　　▲　　▲　　▲　　▲　　▲　　▲　　ム　　A　　A　　ム　　ム

流紋岩質～デイサイト質火砕岩，頁

竅C基底礫岩，安山岩溶岩，安

R岩質火砕岩

300m

ﾈ上
▲　　▲　　▲　　▲

｣　　ム　　ム　　6　　ム　　▲　　ム　　ム　　▲　　ム

�　　▲　　ム　　▲　　▲　　▲　　▲

　　銚子川流紋岩部層

B　岐　変　成　岩　類

▲　　ム　　▲　　ム　　▲　　▲　　▲　　▲　　ム　　ム　　　　“

｣　　▲　　ム　　▲　　ム　　▲　　ム　　ム　　▲　　ム　　▲　　ム

@　▲　　ム　　4　　ム　　▲　　▲　　ム　　ム　　A

先第三紀 片麻岩

第2図 本地域の層序表

岩相模様は地質図と同じ



隠岐島後中央部における時張山層の層序と構造 111

　　@　@　@　@　@　@　@　M
熱
難
鰻
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
￥
ノ
￥
ノ
＼
／
￥
！
￥
！
￥
／
￥
ノ
￥
　
　
▲
　
　
　
　

V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
！
￥
！
￥
ノ
￥
ノ
￥
！
￥
！
＼
！
￥
／
￥
／
￥
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
／
、
／
￥
／
￥
ノ
＼
ノ
￥
／
￥
！
￥
／
￥
！
￥
　
　
　
　

▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
￥
！
￥
／
￥
！
＼
／
￥
■
￥
！
￥
！
、
！
　
　
　
　

＾
　
＾
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
▲
　
ム
　
　
！
＼
！
￥
！
￥
／
￥
／
￥
／
　
　
　
　
　
　

▲
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　　

@　

b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
な
　
　
　

／
￥
／
＼
！
￥
！
　
　
▲
＾
　
　
（
　
　
▲
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
！
￥
／
　
　
　
ム
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
（
　
（
　
＾
　
＾
　
▲
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＾
　
▲
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
＾
　
ム
　
ム
　
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
　
　
▲
　
▲
　
▲

　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
＾
　
（
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
ム
　
（
　
　
　
▲
　
、

　　
@　
@…

｣
開
…
…
溝
”
㎜
ゆ
v
灘
…
㎜
…
…
…
…
繍
四
▲
v
、
v

　　

@　
@　

�
蜚
ｮ
濃
鰻
w
w
…
醗
…
…
就
眠
滞
v
蜘

　
　
　
　
　
．
V
V
V
　
　
V
V
V
　
　
V
V
｝
へ
〉
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
y
　
　
V
V
　
、
　
・

　　

@　
@．

ｼ
駕
㌶
v
v
v
恥
や
閃
v
～
v
W
W
閃
W
W
㍑
v
”
　
■
、
v
v
瓦
・
マ
冥

　
　
　
　
　
　
　
章
　
　
　
　
ム
　
V
V
〉
V
V
V
V
　
　
　
、
　
　
V
V
V
V
V
V
　
　
　
　

V
V
V
　
，
　
　
　
」
　
、
、
　、
、
　

、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
＾
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
．
ノ
ー
V
V
　
V
　
　
V
V
鷲
ノ
　
’
　
　
V
V
V
V
V
　
　
V
V
V
V
V
，
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　

　　
@　@　@　

D
、
一
型
鎚
識
．
…
蕪
灘
綴
無
凝

議
難
雛
慧

蟻．ﾔ
懲
礁
灘
鑛
…
…
鱒
．
㎜
脚

多
繍
・
蜘
☆
い
U
蕪
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
＾
v
隅
v
癖

擁
樋
☆
壕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
㎜
…
灘
膜
マ
撒
照

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
K

　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　@㎝

桾
ｴ
蔦
黛
▽
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
羊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
－
－
嶋
　
　
、
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
，
　
、
　
　
　
鯖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
　
1
　
上
　
ノ
　
一

N

　　　　　　　　　　　　　　　A　A
　　　　　　　　　　　　　　A　A　A

　コ　　　ヨ　　　　　の　　　　　　り　　　ド
　萱：：：：指：：：：：：：：：：：：：：：：：ンー、ゾ’

　　　　　　　　　　　　　　　　ノNa畷顯礎・』’」、
　　　晦韓iiiiii鑑さ、糞

0

簸
ム　　　　　ピ

v蒐
ご胞

▲じ、

ム▲v ﾄv
A　　　　　V

へA

，　　　　A　A

V　V　V　V　V　V　V

V　V　V　V　V　V　V　V

V　　V　　V　V　　V　　V　　V　　V　V

　V　　V　　V　　V　　V　　V　　V　V

　レ　ソ　レ　レ　　　レ　レ

　V　V　V　V　V　、

　V　V　V
V　　　　V

　》　　　　　　　　V　、

V　　　　　　V　｝　V

V　　　　V　　V　V　V　V

V　　　　V　V　V　V

V　　　V　V　V　V／

㈱惣
c熊㎜　

　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
も

　
　
　
　
●
▲
　
（

　
　
　
　
ム
ム

　
　
　
　
（
（

V
●
＾
∵
∵
ム
（

）
き
．
・
∵
ム
（

　　　　　　　　　　　ムハハムム　　　　　　　　ヤ　　　　ヤ

1000

癒
理

鞘
難

靉
靆

V
：
・
バ

　
　
ム
ム
　
　
　
　
＾

　　

ｹ鵠

T
員
昌
潔
窒

ム
　
ム
‘
ロ
＾
ム
＾
＾
（

＾
　
　
（
↑
ム
‘
＾
▲

難
…
…
…
…
漁

…㎜

D…

�
c
灘

ぜ…

Q
響
袖

口
羅
囲
匿
1
8
5
2

　
　
1
　
2

・圃

9圏
16團

23ｽ…ヨ

4
　
　
1
1
　
　
8
　
　
5

　
　
1
　
　2

・睡

12

19圃

26繝R

”　　　　　　　、♪1霜1｛浴：｛1』う二諮1｛♪1腎

　　　　　　　　　　覗曇翫、．ノ謡．’ごllやご♪、∵．、」
　　　　　　　　　　　塾鳩．．・・∴・　∴、御’ゴ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

・騒1

13囲

2・鐸

翻
團
腿

7
　
1
4
　
2
1

一一　　　ソN
撒繍瓜

　　　　　　ロ

＿…察
　　　一ご鶴　　　瓢測　　　　　　　　　　　　ソ　

一一一　　　　　　靴　　　　　瓢謝一■

⑱1藩1
’iiiiii三iiil、　SIぎ帯ン第奎’㌧＼

　　’●i：iiン　　、終ぞll・滋　　　　ミ

　　　膨　　蟹俗礁・ノ　　1鍵
　　　　　　　しニ　ノ）　　、　’　　　　　∫

HARAD一咳謬，1・1欝
　　　　　瑚名勝・　、“

饗、

�
@

籍
譲
綜

ヲ
　
　
　
毒
．
．
，
戴
L
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図　地　質　図

1：沖積層，2：尼寺山礫岩層，3：西郷玄武岩，4：大峰玄武岩，5：平粗面岩，6：平凝灰岩シルト岩互層部

層，7～9：郡累層（7：東郷玄武岩部層・郡玄武岩部層，8：大津久礫岩部層，9：小路凝灰岩部層），10～19：

時張山累層［10～14：近石川安山岩部層（10：普通輝石安山岩溶岩，11：両輝石安山岩溶岩，12：カンラン石

玄武岩溶岩，13：安山岩質火砕岩，14：流紋岩質～デイサイト質火砕岩），15～19：銚子川流紋岩部層（15：

基底礫岩，16：流紋岩質～デイサイト質火砕岩，17：泥岩，18：安山岩溶岩，19：安山岩質火砕岩）L20：

片麻岩類，21～24：貫入岩（21：安山岩，22：流紋岩，23：アルカリ岩類，24：石英斑岩），25：断層，26：

褶曲軸
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岩は，主にミグマタイト質片麻岩，泥質片麻岩からなり

（太田，1966；Hoshino，1979），西郷町大久谷の泥質片麻

岩からは187MaのRb－Sr年代（早瀬・石坂，1967）が，

また，銚子川沿いの塩基性片麻岩からは195．8±1．4Ma

の40Ar／39Ar年代（高須・Dallmey砿　1995）が得られてい

る．

　本地域では，時張山の東部から銚子にかけて露出して

おり，一部で時張山累層に囲まれた窓状の分布をなす．

主としてミグマタイト質片麻岩からなり，眼球状片麻岩

を伴う．ミグマタイト質片麻岩は縞状構造が発達してお

り，中～粗粒で半自形を示す，斜長石・石英・黒雲母・

白雲母・ざくろ石などからなっている．

2．時張山累層

　本累層は，銚子川コールドロン（北川，1995MS）の内

側と，基盤を取り囲むように銚子から中村および大久に

かけての地域に分布している．本地域には，銚子川流紋

岩部層の上位層と近石川安山岩部層が分布する．本地域

に分布する銚子川流紋岩部層は，主として流紋岩質～デ

イサイト質火砕岩が発達し，コールドロン内の岩質・岩

相（流紋岩質溶岩）とは異なる．近石川安山岩部層は主に

安山岩質溶岩からなり，同質火砕岩を挟在している．

（1）銚子川流紋岩部層（北川，1995MS）

　［摸式地］西郷町銚子川沿い

　［層厚］300m以上

　［分布および岩相］時張山北東部から近石北東部にか

　けて，および銚子付近で基盤を緩く不整合に覆って分

　布している．本部層は，主として流紋岩質～デイサイ

　ト質火砕岩からなり，基底礫岩・泥岩・安山岩および

　同質火砕岩・溶結凝灰岩を伴う．

　　基底礫岩は，時張山の南に分布するが，連続性は良

　くない．これらの礫岩は基盤由来の片麻岩類・花崗岩

　類の角礫～亜角礫，まれに亜円礫，および同質の基質

　からなる．この角礫は礫径2～15cm程度で，淘汰度

　はやや悪く，全体として上方に細粒化している．また，

　まれに流紋岩の角礫が含まれることがある．

　　基盤付近には，強い溶結構造を示す溶結凝灰岩がみ

　られるが，連続性が乏しい．流紋岩質～デイサイト質

　火砕岩は，成層構造の発達した二次堆積物を主とし，

　火砕流堆積岩を挟在する．二次的に堆積した火砕岩

　は，淡緑色～淡灰色を呈する，粒径0．2～2cmの流紋

　岩・デイサイトからなる亜円礫で淘汰が良く，まれに

　シルト岩を挟在する．火砕流堆積岩は，淡緑色を呈す

　るデイサイト質火山礫凝灰岩で，礫の量比は30％程

　度，礫径1～2cmのデイサイト・流紋岩の角礫を含

　む．本累層最上部には，層厚2～10mの頁岩が挟在

　されている．また，こられの泥岩は凝灰岩と互層をな

　していることもあり，0．1～2cm程度の連続性の良い

　平行葉理が発達している．

（2）近石川安山岩部層（新称）

　［摸式地］西郷町近石の採石場および近石川沿い

　［層厚］400m

　［分布および岩相］時張山から近石にかけて，および

　時張山から五箇村郡にかけて広く分布する．下部は両

　輝石安山岩溶岩，上部は普通輝石安山岩溶岩から構成

　され，一部最下部にカンラン石玄武岩溶岩がみられ

　る．また，これらの溶岩中には，安山岩質火砕岩およ

　び流紋岩質～デイサイト質火砕岩が挟在されている．

　　両輝石安山岩溶岩は，細粒緻密で暗緑色～淡緑色を

　呈す塊状の溶岩で，局部的に水冷自破砕構造を伴う．

　また，プロピライト化を受け，淡緑色に変質している

　こともある．鏡下では，シリイット組織を示し，斑晶

　としては斜長石・単斜輝石・斜方輝石（仮像）を含む．

　斑晶の斜長石は長軸方向に1～2mm程度で自形～半

　自形をなすものが多く，単斜輝石は0．5～1mm程度

　の短柱状で自形～半自形をなし，しばしばオフィティッ

　ク組織を有している．斜方輝石は0．5～1mmの大き

　さで，緑泥石に置換されている．また，集斑状となり

　巨班晶を形成していることがある．石基は填間状組織

　を有し，自形1生の強い斜長石の間をガラス・単斜輝石・

　斜方輝石・不透明鉱物が充填している．石基の一部は

　緑泥石・炭酸塩鉱物等に変質している．

　　普通輝石安山岩溶岩は，暗緑色～灰白色を呈し，流

　理構造が顕著で，水冷自破砕構造が認められ，板状節

　理がみられる．鏡下では斑状組織を示し，斜長石・単

　斜輝石の斑晶を含む．斑晶の斜長石は長軸方向に2～

　3mmの大きさで，自形～半自形を示し，普通輝石と

　集斑状に晶出していることがある．石基はハイアロピ

　リティック組織を示し，沈埋方向に定向配列を示す短

　冊状～針状の斜長石の間をガラスおよび小量の単斜輝

　石が充填している．ガラスは脱ガラス化が進み，微粒

　の長石類に置換されている．また，石基の一部は沸石・

　緑簾石・緑泥石等に変質している．

　　カンラン石玄武岩溶岩は，本部層下部に位置し，銚

　子付近に分布する．暗緑色を呈する塊状の溶岩であ

　る．鏡下では，斑状で，カンラン石（仮像）の斑晶を含

　む．カンラン石は0．5～1mmの大きさで，緑泥石に

　置換されている．石基は間粒状組織を有し斜長石が大

　部分を占め，単斜輝石・不透明鉱物等により充填され

　ている．

　　安山岩質火砕岩は，主に緑色～淡緑色を呈す火山礫

　凝灰岩および粗粒凝灰岩からなり，一部に火山岩塊を

　もつなど淘汰は良くはないが，級化構造がみとめられ
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　る．これら火山礫は，平均礫径0．5～2cmで，安山岩

　の他に異質岩片として流紋岩の礫を含む．また，礫径

　0．5～1cmの淘汰の良い安山岩礫からなる砕屑岩がみ

　られる．近石付近では，円磨度の良い安山岩からなる

　中～大磯を主体とする礫岩が，火砕岩中に挟在されて

　いる．

　　流紋岩質～デイサイト質火砕岩は，淡灰色を呈する

　火山礫凝灰岩で，近石付近でみられる．これらの礫は

　平均礫径2～3cmで，20cm程度の火山岩塊を伴い，

　異質岩片として安山岩の礫を含む．

3．郡累層

　本地域には，小路凝灰岩部層・大津久礫岩部層・東郷

玄武岩部層・郡玄武岩部層が分布する．

（1）小路凝灰岩部層（山崎，1984）

　　小路，山田，近石および銚子に分布し，砂質凝灰岩・

　火山礫凝灰岩～凝灰角礫岩・凝灰質シルト岩・泥岩・

　砂岩から構成され，時張山累層を不整合に覆う．砂質

　凝灰岩は，最も広く分布しており，主に塊状で，粗粒

　砂からなり，小路付近では淡緑色を呈している．近石

　においてはシルト岩を主体とする．火山礫凝灰岩～凝

　灰角礫岩は時張山西方に分布し，白色～灰白色，無層

　理で淘汰が悪く，軽石片や流紋岩および軟泥礫などを

　含んでいる．本部層下部にみられる泥岩は，黒色，ち

　密で，塊状をなしている．

（2）大津久礫岩層（山崎，1984）

　　中山トンネル付近，近石および原田に分布し，凝灰

　質細礫岩・砂岩・礫岩からなる．凝灰岩質細礫岩およ

　び砂岩は互層しており，全体として上方に粗粒化して

　いる．また，下位の小路凝灰岩部層とは指交関係にあ

　る．礫岩層は，流紋岩・安山岩・凝灰岩などの中～大

　礫の亜円礫からなり，基質は凝灰質砂岩である．

（3）東郷玄武岩部層（山崎，1991）

　　本部層は，銚子に分布し，暗緑色を呈す塊状の溶岩

　からなる．鏡下においては，間粒状組織を示し，カン

　ラン石（仮像）の斑晶を有する．斑晶のカンラン石は変

　質して，緑泥石・炭酸塩鉱物を生じている．小路凝灰

　岩部層とは同時異相の関係にある．本部層は，それま

　で西郷玄武岩類として一括されていたが，層位学的に

　二つに区分されることが明らかになり，下位層は，東

　郷玄武岩部層として定義された（山崎，1991）．

（4）郡玄武岩部層（山崎，1992）

　　本部層は，暗緑色～淡緑色を呈し，主に自破砕状を

　呈する溶岩からなり，五箇村の郡でみられる．小路凝

　灰岩部層や大津久礫岩層とほぼ同層準である．

4．久見累層

　本地域では，平凝灰岩シルト岩互層部層が，原田地区

に小規模に分布しており，淡緑色を呈する中～粗粒砂質

凝灰岩からなる．本部層は，従来郡累層とされてきたが

（山崎，1984），珪藻化石の研究により，久見累層に含め

られた（山崎ほか，1991）．

5．平粗面岩

　中山トンネルの南，および中山トンネルから東にのび

る尾根沿いに主にみられ，塊状の溶岩および貫入岩体と

して産出する．淡灰色を呈し，肉眼で5～10mm程度の

長柱状のアルカリ長石が目立つ．鏡下においては斑状組

織を示し，サニディンや斜長石の斑晶をもち，石基は完

晶質でトラキティック組織を示す．

6．大峰玄武岩

　本地域においては銚子でみられる，多孔質な溶岩で，

枕状溶岩を伴う．鏡下では，間粒状組織を有し，斑晶と

して，カンラン石，斜長石を含む．斑晶のカンラン石は，

割れ目にそってイディングサイト化している．また，捕

獲結晶として，融食形を示す石英を含む．

7．西郷玄武岩

　本地域では，銚子にわずかにみられ，主として柱状節

理が発達した溶岩からなる．鏡下では，斑晶は斜長石・

単斜輝石・カンラン石からなり，斑晶の単斜輝石は，半

自形～他形を示し，集斑状をなしている．石基は填問状

を示している．山崎（1991）は，層位学的に二つに区分さ

れた西郷玄武岩類の上位層を西郷玄武岩と再定義した．

8．尼寺山礫岩層

　尼寺山礫岩層は淡灰色～赤色，黄褐色を呈する中～大

礫を主とする段丘堆積層であり，本地域では原田におい

てみられる．

9．貫入岩体

　安山岩・流紋岩・アルカリ岩類・石英斑岩などの岩脈

がみられる．安山岩は，主に粗粒な玄武岩質安山岩から

なる．流紋岩は変質が著しく，黄鉄鉱がみとめられる．

安山岩・流紋岩の岩脈は主に南北ないし北東一南西の方

向を示すことが多い．

地　質　構　造

　本地域における時張山累層の一般的な走向傾斜は，時

張山周辺で走行N5。W～N35。E，20◎～40。南傾斜，近石

付近で走行N60。W～N80。W，30。～40。南東傾斜，郡川

上流域において走行N80。W～N70。E，20。～25。南傾斜

を示す．

　本地域には，いくつかの断層が存在するが，その多く

は推定断層であり，近石の採石場でのみ走向N60E，

傾斜85Nを示す断層が確認された．この断層は，基盤

および時張山累層を切っており，小路凝灰岩部層に覆わ

れている．また，両端において逆の垂直移動変位がみら
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れるので，蝶番断層と判断される．

　本地域の摺曲は，主にNE－SWないしENE－WSWの

方向を示す．近石の北東部でみられる背斜摺曲は，NE－

SW方向の背斜軸をもち，南西方向に緩くプランジし，

軸の北翼は25。～35。，軸の南翼は20◎～35。の傾斜を示

す．また，本地域中央部には，時張山の西方にみられる

NE－SW方向の向斜軸を中心に半盆状構造がみられ，両

翼は200～25。の緩い傾斜を示している．これらの摺曲

は時張山累層および郡累層の分布を規制している．ま

た，島後全体の中新統の構造はENE－WSWないしNE－

SW方向に規制されており（山崎，1984），熱水変質帯の

分布の伸びの方向およびプロピライト中の断裂系の方向

とも一致している（鳥居，1984）．

考 察

　本調査地域は，銚子川コールドロン（北川，1995MS）

の西方に位置し，主として，流紋岩質～デイサイト質火

砕岩と安山岩溶岩からなる．また，本地域の時張山累層

は基盤を緩傾斜で覆っていることから，コールドロン内

部の堆積物ではなく，コールドロンが埋積された後にそ

の周辺に流出・堆積した溶岩・火砕岩であると考えられ

る．

　なお，これまで山崎（1991）によってコールドロンの証

拠とされてきた不淘汰な角礫からなる基底礫岩は，銚子
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川コールドロンの縁辺部ではなく，その外側に分布して

いる．ここでは時張山累層が，基盤を緩傾斜で覆ってお

り，アバットしていない．礫には巨礫がみられず，角礫

だけでなく亜角～亜円礫も含まれる．また，流紋岩の礫

が混在しており，これは，銚子川コールドロン内に分布

する流紋岩と同質である．したがって，この基底礫岩を，

カルデラ壁の直下に堆積する崖錘性堆積物とみなすのは

難しい．これまでの筆者らの調査では，銚子川コールド

ロンの外側に別のコールドロンが存在したことを示す証

拠は得られていない．

　基盤を緩傾斜の不整合で覆う銚子川流紋岩部層上部の

火砕岩は，主として淘汰の良い二次堆積物からなり，ま

た，湖成の泥岩層が挟在されている．また，近石川安山

岩部層は，水冷自破砕溶岩を伴うので，水中の環境での

火山活動によるものであるとみなされる．したがって，

銚子川コールドロンのカルデラが埋積された後にも，湖

水域が広がっていたと考えられる。ただし，銚子川流紋

岩部層最上部には，強溶結だが連続性のよくない溶結凝

灰岩がみられるので，部分的に乾陸が生じたかもしれな

い．

ま と め

　時張山累層は下位より中谷安山岩部層，銚子川流紋岩

部層，近石川安山岩部層にわけられる．本地域は銚子川

コールドロンの西方に位置し，銚子川流紋岩部層の上位

および近石川安山岩部層が広がり，基盤とは低角不整合

で接する．銚子川流紋岩部層は流紋岩質～デイサイト質

の二次堆積物を主とし，これに引き続く近石川安山岩部

層は，水冷自破砕溶岩を伴っている．これらのことは，

コールドロンの外側に湖水性の堆積場が広がっていたこ

とを示唆する．
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